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～学校再開に向けての確認～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 手洗い・手指消毒・うがい ＊P．５ 

 

 ２ 換気とソーシャルディスタンス（距離をとる）の指導 ＊P．４ 

 

 ３ 消毒液による清掃 ＊P．４，８ 

 

 

 

 

 この『飛沫感染』と『接触感染』についての対策をとることが主な目的 

新型コロナウイルス感染症 感染予防対策マニュアル ダイジェスト版 

大原則 

生徒の安全を優先に 

疑わしき事案は，積極的な出席停止 

３つの条件の徹底的
な排除 

いじめや差別的言動
への配慮 

学校でとるべき対策 

感染予防の観点から 

新型コロナウイルスの感染・・・『飛沫感染』と『接触感染』 



 

 

 ＊予防ではなく，もしも，自分自身が感染しているのではないかと想定して，他の人に感  

  染をさせないための手法としてどのような方法があるかと考えて見たら･･･ 

 １ 定期的な検温と健康観察 ＊P．２，３，６ 

 

 ２ 積極的な出席停止 ＊P．２，７ 

 

 ３ マスクの着用 P．４ 

   （基本マスクは感染予防の観点よりも，感染拡大防止の観点からの意識で） 

 

 

 

 

 ＊Ｐ．５ 

 

 生徒が感染した場合や生徒の関係者が感染した場合，また，家族が感染リスクの環境にあ

る職業に就いている場合等，関係者へのケアが必要である。 

 そのために，我々が押さえてかなければならないこととして， 

 １ 誰にでも感染リスクがあること 

 

 ２ 自ら感染したくて感染したわけではないこと 

 

 ３ 感染リスクのある環境に自ら好んで身を置いているわけではないこと。むしろその 

   ような環境で働く人がいて社会生活が維持されていること 

感染拡大防止の観点から 

いじめや差別的言動への配慮の観点から 


